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　1、はじめに
　従来、古典派理論には貨幣理論と価値理論との伝統的分割、即ち、古典派体系における価格決定機構の
二分法という考え方がある。　「古典派経済理論は二っのパラレルな二分法を仮定している。一方では経済
をIJアル・セクターとマネタ1，一・セクターに、他方では相対価格と絶対価格に。1）アル・セクターにお
いてあらゆる経済行動はもっぱら相対価格に依存し、逆にひとたびリアル・セクターの行動が（需要函数
供給函数の形で）明示されると、相対価格は独特な形で決定される。同様にして、絶対価格はマ邦タ1，一
．セクターでのみそ鍛割を測、且つ決定されるSi）と6しかしケイ。嵐貨幣騨なるヴ。＿では
なく、不可欠な且つ特有ω仕方で経済機構のうちに入り込み、全体としての産出高および雇用の規模に影
讐を与えるのだから、上記の二分法はまちがっているというのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　ケインズの二分法批判は、古典派理論では現実の経済状態を把握することができないという、その有効
甑謝る批判であ。調。批対して。。ゲのr。，の法則一再述と批判一（3）は沽典派騰そ粕体
　　　　　　　　　　の斉合性を問題にし、古典派体系‘こは内在的矛盾が含まれているとしている。ランゲの批判はパティンキ
ンに受け継がれ、いわゆる古典派体系のランゲ＝パティンキン定型（The　Lange－Patinkin　v－
。r、・。n。・・h。。1。。。、。al。，、，。詣）として成立す。．ここ、．ラ。ゲ＿，・テ，ンキ。定型
を中心‘こして、古典派理論に関するfこ・；，s’i・t・’．1、」へDichotomization　Discussion」、　「パテ
ィンキン論争（The　Patinki騰O伽trover8y）」が194Q、50年代にかけてはなぱなしく展
開されるのである。　　　　　　　’
　本稲はこの論争‘こおけるリアル・セクターとマネタlj　一・セクターとの無矛盾性と、絶対価格の決定と
を中心にして考察するものである。
注（1）〔20〕P．4以下〔〕内の数字は本稿末の参考文献の番号を示すものとする。
　（2）〔15〕P．196
　（3）〔14〕論争はこの論文から出発している。
　（4）〔2〕P。555
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－308F
　2、ランゲニパティンキン定型
　ランゲ＝パティンキン定型は貨幣‘こ効用を認めないことと、一般均衡理論とをその出発点にしている。
貨幣tc効用を認めないということは、貨幣が直接効用を有する商品を獲得することができるという間接効
用しかも。ていない。みること（鹸派貨幣観）からの帰結であ。！1｝まr。・．一般均衡齢では耀式数が未
知数に等しい時、解を有するという原則を仮定している。即ち、11個の商品の交換において需要函数式と
供給函数式とがn個ずつ、需給均衡式が二＝メレールを除くn－1個の商品についてn－1個、合計5n
－1個の方程式が成立する。未知数はn個の商品の需要量と供給量とがn個ずつ、ニュメレールで測っだ
n－1個の商品の価格n　一一1個、合計3n－1個である。こうして方程式数と未知数とが同数であるから、
均衡方程式の解が一義的に存在することになる。
　これら二点を考慮にいれてランゲの前掲論文を要約すると、次のようtCなる。　n個の商品が交換される
封鎖体系を考える。n個の商品のうち一個、いわばn番目の商品が交換手段として、ニュメレール即ち貨
幣として機能する。Piで‘番目の商品の価格を示す。　Pn…≡1である。‘番目の商品の需要函数、供給
函数は、Di＝Di（Pl，　P偽…　、Pn＿’t）、　Si－＿Si（Pt，　P2，・…　，Pn＿1）である。均衡価格は
n－1個の方程式‘こよって決定される。
　Di（Pt，　P2，　・…　，Pn－・－t）＝：Si（P1，　P2・…　，Pn－1）　　（2．1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nr－a．n－1個の独立需要函数、独立鰍秘り、貨物』まその胆）醸ち拍論され拗らゆ、．ΣPiDi≡S臥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌＝＝9nrl．2Pi　Si≡Dn　となる。そこですべての11個の商品の貨幣価値で測った総需要、総供給をえる。
1＝t
　　n　　　　　　　　n－－t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．2）．2PiDi≡≡…．2 PiDi十Dn≡Sn十Dn
　t＝＝1　　　　　　t≡it
　　n　　　　　　n・：＝1
　．E　PiSi≡≡．ΣPiSi十Sn≡≡Dn十Sn
　L＝＝1　　　　　　　t＝：1
　　　　　　　　　コ　　　　　　　　t総需要と総供給とは恒等的に等しくなる。
　　n　　　　　　　　　　　　n　．E　PiDi≡．ΣPiSi　　　（2．4）
　　　　　　　1＝＝1t＝＝1
（2．5）
（2．、4）式をワルラスの法則（W。1．agL。W）と麟9
セイの法則（Says　Law）はワルラヌの法則よりはるか1こ強い主張をしている。次式がそれである。
n－t　　　　　　　n－t．．ε　PiDi≡≡．2　PiSi　　　（2．5）
　　　　　　t＝＝11＝＝1
t
セイの法則が成立するための必要十分条件はDn≡Sn、または所望現金残高総増加量をAM（＝・Dn－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
Sn）とすると、　dM…≡0である。だからセイの法則は貨幣需要の特殊な性質、即族封鎖体系1こおける
人々が総体として、現存貨幣額で常に満足しζけっしてそれ以上もまたはそれ以下でも保有しようとはし
ないという性質をもっている。これは貨幣的均衡（monetary　equilibrium）が成立しているこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n－2とを意味している。セイの法則が成立すると、独立方程式の数は一・・：個減り、．五Pi　Di十Pn＿1Dn＿1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t＝＝1　n－2≡‘塁1P‘S‘十Pn－一一tSn司　となる。独立方程式数はn－2個、決定されるべき均衡価格はn－1個だ
から、均衡価格は不確定である。しかしながらセイの法則は貨幣と商品間の代替を認めないから、それが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一509s
成立すると商品の需給函数はゼロ次の同次となり、相対価格tCのみ依存することになる。つまり同次性の
公準（・・m・9・n…yP・…1・・轟成立す…よ。て需繊式・・欄価格を・・煮1・
すれば、次のようになる。
　Di（・t，……・，・n－・）・・Si（・、　na…et・n－・）（i・＝1，　Z…，・－2）（2．・6）
故tc、方程式数と未知数とは同数となり、諸商品の相対価格の均衡価値、即ち、貨幣価格の比率を決定す
ることができる。
　しかし貨幣価格は不碓定のままである。貨幣価格を決定するため伝統的貨幣理論をもちこむ。
　　　　　n－1　KPn＿4．ΣπiSi二二M　　　（2．7）
　　　　　tニ1
だが（2．7）式はセイの法則と矛盾している。この式では左辺は現金残高需要、右辺は現存貨幣ヌトwク
だから、その差はAMである。
　　　　　n－t　KPn＿t．“21一πisi－M≡∠M　　（2．8）
　　　　　1＝1
セイの法則はAM；Oを要求しているから、
　　　　　n－t　KPn＿1．EπiSi≡M　　　　（2．9）
　　　　　己＝＝1
となる。（2．9）式はPn－1のどんな価値にも妥当するから、　Pn＿1を決定するのに役立たない。　Kは定
数ではなく、Pn一のどんな価値にもあてはまるためiC不確定でなければならない。セイの法則はKが不
確定であることを意味し、貨幣価格は不確定である。こうして伝統的貨幣理論ではセイの法則が仮定され
て貨幣価格が不確定‘こなるか、貨幣価格が決定される（だがその時lCはセイの法則、したがって貨幣の中
立性は捨てられねばならぬ）かのどちらかである。セィの法則はいかなる貨幣理論をも排除するものであ
　㈲
る。
　以上がランゲの主張であり、彼は古典派理論は内在的な矛盾をきたしていると結論づけている。モヂリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥アー二は二つの点からこれを批判する。第一一tc、セイの法則が成立する場合同次性の公準が成立する、と
したことである。彼は同次性の公準はセイの法則によるものではなく、合理性の仮定と期待函数の同次性
　　　　　　　　　　　（7）‘こよるものだとしている。同次性の公準が古典派体系にとって独立した一個の基礎的仮説であることは、
すで・・レオ・チ。フが翻・ており！8）・の点燗す。。ヂIJアー二曝判は正当といえよう。次、。、セ，
の法則が伝統的貨幣理論を含むいかなる貨幣理論をも排除する、としたことである。これに対して彼は「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伝統的貨幣理論はセイの法則ce基づいてはいない。貨幣が中立であるための必要条件は、 n－1個の実物
　　　　　　　　　　　需要方程式、実物供給方程式がゼロ次の同次であることであり、そしてこの同次性はセイの法則が捨てら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる場合‘こは消失するのではない。静態の仮定の下では、貨幣はたとえセイの法則が仮定されなくても、
　　　　　　　　　　　　　の人々が合理的に行動すると仮定さえすれば中立である。これが古典派理論が仮定し、そして仮定しなけれ
ばならない・との全てであ・？）として、セ，の法則は貨幣の中立性、。と。て必要条件ではなく汁分条件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であるから・「古典派二分法cc対する最も重要な非難は静態の仮定を維持する限り、こうして棄却されよ
　（10）
う」と結論づけている。
…ようなモヂIJアー二の批判ce対・て・・ゲがあ。さり臆・v，．，vtめ1㌔典波二分灘対す。批判は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一51n一
はやばやと終止符をうつかtcみえた。
　しかしパティンキンはランゲの主張を踏襲しながらも、批判の対象を同次性の公準という古典派理論の
もう＿つの仮定、。移してい。た．まず彼はr樹，酪セ，の法則および難霰卿（以下・纏第蒲
文とする）において、ワルラス体系を論じている。古典派理論では貨幣保有の効用を認めないから、交換
の前後における各人の貨幣保有量は論理的にゼロでなければならない。このことは各人にとっても、市場
lCとってもセイの法則が成立することを意味している。セィの法則が成立すると、効用最大の条件と収支
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U3）均等の条件とを前提にすれぱ、商品の需給量は価格に関してゼロ次の同次函数となる。その結果市場需給
函数も諸価格‘こ関してゼロ次の同次函数となり、セイの法則の下では貨幣を含まない均衡方程却はって相
対価格が決定さhる。そして絶対価格を決定するため1こは・貨幣を効用函数の変数として含むような有衡
体系を構成しなければならないとしている。
また彼はr鹸派経済騰、。鮒る欄価格の非齪性（lf｝（以下・れ繰二諏とする）において、カ
．セル体系を論述している。カ。セル体系はワルラヌ体系のように効用函数を前提にせず、商品の需要函
数、供給函数から出発している。ワルラxの法則によって貨幣均衡方程式が従属方程式となるから、独立
方程式は5n－1個となる。未知数が51n　－1個であるから均衡が成立する。しかしながらカvセル体系
では同次性の公準が仮定されているため、価格がn－2個となり、過剰決定となってしまう。ここccセイ
の法則を仮定するとすれば、独立方程式数は更に一個減るので、再び均衡が成立し、実物均衡体系で相対
価格を決定することができる。
　しかし絶対価格を決定することは不可能である。というのは、同次性の公準によって商品の需給函数は
ゼロ次の同次函数となり、その結果貨幣の需給函数は一次の同次函数となってしまう。だが貨幣の需給の
均麟を示一貨幣方程式M－・－1Kl亙1晶・i－…駅一・貨幣存在量であり・K
は制度的ic決定される定数であるから、一次の同次函数とはけっしてならない。そこで絶対価格を決定す
るCCは、商品の需給函数のなか1こ絶対価格を含む変数、たとえば保有資産価額のようなものを取り入れな
　　　　　　　　　　　as）けれはならないとしている。
　結局ランゲニパティンキン定型は、古典派経済理論‘こおける相対価格決定機構と絶対価格決定機構との
間には矛盾が存在し、古典派体系においては絶対価格が不確定であると結論づけるのである。
注（1）だが貨幣と商品のそれぞれの本質的な性格と両者の差異とを無祝して、両者を同一基盤上‘こ設定す
　　　ることにはそもそも無理があるのではなかろうか。
　｛2｝　〔15〕P．50ただしワルラヌの法則は、それぞれの商品の需要と供給とが、あるいはそのうちの
　　　いくつかの需要と供給とが均衡していることを要求しているわけではない。
く3）　〔15〕P．52
（4）’〔16〕P．G92レオンチェフは同次性の公準を、「一企業または一個人によって需要または供給さ
　　れる任意のサービスまたは商品の量は、それらが（直接‘こ）依存する諸価格のすべてが正確に同じ
　　割合で騰貴または下落しても、不変のままである」（P．192）と定義づけている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r51重，
　　伝統的古典派体系とケインズ理論との一つのちがいは、この同次性の公準を基礎的仮説として前提
　　するか否か｛e存在している。
（5＞　〔15〕PP．65－6
（6）　〔18〕とくに第一部第15章”The　Logical　Consistency　of　the　Quality
　　Theory　of　Money　and　the　Dichotomy　of　Molletary　and　Real　E　c－
　　onomi　cs”（PP．215－7）‘こおいて、古典派二分法並びにランゲの論文teついて述べている。
（7）　〔18〕P．215
（8）　〔16〕なお本章注（4）参照
（9）　〔18〕P．217
血①　　〔18〕P．217　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
al｝　〔18〕脚注圃P．217
a2）　〔19〕‘こ該当
a3）証明は次の通り。交換者がm人、商品がn個で、第n番目の商品を貨幣とする。　Zくg、Zi，　aは
　　交換者αの、それぞれ期首と期末の第i番目の商品量である。Ua（Zi，呪…　、Zn＿1，のは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u・a－＿ヱ乙（「＝1・…－tn－1）とな　　交換者αの効用函数である。効用最大の条件tcより、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Un－ta　Pn－ta：＝1，・…，m
　　る。また収支均等の条件はセイの法則が成立すると、
　　n－1　　　　　　　　　　　－議1蘇議撮姿蹴量妻灘鞭篇謙1蕪
　　の法則が成立すると、ZA　aは諸価格に関してゼロ次の同次函数となる。　　　　　　　　．、
ω　〔20〕‘こ該当
G5｝　〔20〕PP．23－4
3、ランゲ＝パテインキン定型批判
　ランゲ＝パティンキン定型に関する批判としては、まず彼らのセイの法則の定義から生ずる。ランゲの
貨幣を除くすべての商品の総需要と総供給とは恒等的tc等しいから、貨幣に対する超過需要は全く発生し
ないという主張や、パティンキンの古典派理論では貨幣保有の効用を認めないから、その保有量も論理的
にゼロでなければならないといった主張がそれである。べ．カーとボーモルはこのように定義づけられた
セイの法肱セイの欝式（S。ゴ，ld。nt’i．、y）・と呼んでいる9｝
　しかしながら、セイの恒等式はあまりにも特殊な定義であるといえよう。というのは、セイの法則には
貯蓄・投資の利子率決定理論と、完全競争市場‘こおいて部分的過剰生産が価格の伸縮性と商品需給の価格
完全弾力性とによって消滅するということが内包されており、商品需給の不均衡がそれらの作用によって
消滅するメカニズムを有するが故tc、完全雇用が成立しているのである。またセイの法則は経済現象を短
期的‘こ表現したものというより、むしろ長期的な性格を有したものであるといえる。だから「供給はそれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一512－一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．自らの需要を創造する」という通常の表現に従えば、セイの法則をすべての商品の総需要が総供給に等し
ホと解釈するほうが一般的であり、且つまた有効であろう。それ故、セイの法則は「この式の恒等式記号
（ヨ）を取り去って、経済体系が完全均衡の時lcのみ妥当する相等式の記号（＝・）‘cC？）代えるべきである。
このことはセイ自身貨幣の保蔵の問題は考慮しなかったけれども、取引量の増加によって必要とされる貨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）幣の有効量の増加の問題は考慮していたという見解に従えば、一層明白となるであろう。このような見解
はパティンキンが第一論文で批判しだ当のワルラ．7・lcもみられうる。ワルラスはニュメレールのほかcq
「流通貨幣又は貯蓄貨幣の形態1こおいて手許に置こうと欲する金額が彼らの所望の現金（encasises
d。’，i。面であ潔として、収入と支出との間の・イ。．・グによ。て現金残舗要が生ずること棚
示している。ヒ．クヌも摩擦仮定の下で、静態‘こおける取引現金残高保有が存在することを述べている。
更に久鼠雅夫教授は、効用がゼロである場合‘こ保有量がゼロとなるのは直接財のみであり、生産財のよう
な間接財には適用されない。古典派体系の特徴はフィ。シ7－、ディヴィージァ等が示すよう‘こ、貨幣を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5♪間接財と考え、その保有量は効用条件とは無関係‘こ決定されるとする点にあると批判しておられる。
　いず2zceせよ、セイの法則を恒等式として解釈するのはあやまりであり、このことが貨幣方程式の性格
さえゆがめてしまった基本的な原因であるといえよう。パティンキン自身その後ブルンナーα）論文を手掛
り、。演幣保樋がゼ叱ならな、、．と、。同意．てい。16，（ただいテ，ンキ・は館保槌の紬・よ
って、セイの法則の新たなる解釈を提示しているわけではない。その点に関しては不明瞭である。）
　ところで、ワルラヌ、カ7セルの理論が金本位制の下での理論体系であるのに対し、ランゲ、パティン
キンのそれは管理通貨制の下でなされている。このような理論の背後に存在している貨幣制度のちがいを
全く無視したかたちで考察すること‘こは、目「題があるといえるであろう。
　さて、ランゲ＝パティンキン定型に関す蕾最も重要な論争点は、古典派体系の価格決定機構が矛盾して
いるかどうか、そして絶対価格が不確定のままであるかどうかにあった。まずレオンチェフはパティンキ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）ンの第二論文が要領の得ないものだとずる。彼によれは、パティンキンは第一論文のワルラヌ体系におい
ては、貨幣の効用に関する性質からセイの法則が導き出されることを示しながら、第二論文のカ．セル体
においては、セイの法則を独立の仮説として考えていることはおか隔セイの法則がワルラヌ体系におい
て成立するのなら、カ，セル体系においても当然成立しなければならない。そ2XSCよって商品の独立方程
式は一個減るから、均衡が成立する。それ故古典派体系は無矛盾な体系であるというのが、彼の主張であ
る。
　しかしながら、ワルラヌ体系は微視的な効用函数から出発しているのに対し、カッセル体系‘こおいては
効用函数を前提‘こせず、巨視的な市場函数そのものから出発しているのだから、同次性の公準同様セイの
法則もまた独立の仮説として成立しなければならないのである。レオンチェフの批判は批判としての正当
性をもたないものであるといえよう。
　ヒp久ヌマンもパティンキンの第二論文を強く批判している。彼によれは、古典派体系は三つの基本的
な仮定に基づいているという。第一には商品の需給函数がゼロ次の同次であること（即ち、同次性の公準
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一515－．
が成立すること）、第二には商品の方程式が無矛盾であるこ、第三にはマネタリー・セクターにおいて貨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）幣制約式が絶対価格水準を決定することである。超過需要をXとして、カ。セル体系（商品二個と貨幣と
が存在）を考える。
商品1
商品皿
貨　幣
　　　　P2　　　　　PlX1≡d1－－S1－＝O　　　　Pl　　　　　P2
X・司・鍔一・・許・
X5｝PIXI－P2×2＝0
（3．1）
（3．2）
（5．5）
同次性の公準によって商品の需給函数はゼロ次の同次であり、貨幣方程式は一次の同次となる。貨幣方程
式は商品方程式に従属し、均衡条件としては過多である。体系が無矛盾性の仮定‘こ出会うための必要十分
条件は、X1、X2のマトU－）ク．スの決定要素が消える、即ちS2＝d1（d2／Sl）となることである。こ
れを代入してPl／P2＝Z＝十》aSiについてXlかX2を解けは、超過需要は消える。体系のリアル
・セクターはそれ故無矛盾となり、価格比率Zによって完全：c決定される。これに貨幣制約式としてケン
ブ・．ジ方獄M－・（・，Dl＋P、・，）を付・・加えると、貨擁格が決まt）、．体系は完成す。！9）
　彼によれば、パティンキンの古典派批判は二点‘こ集約できるという。第一に、同次性の仮定が無矛盾性
の仮定と矛盾していること、第二に、貨幣制約式の仮定が同次性の仮定とは論理的に相いれないことであ
　㈲る。第一批判の反論として彼は、商品の需給函数がゼロ次の同次なら、それは独立していない。商品方程
式はそれぞれ従属しており、それ故矛盾していない。このような関係をアプリオIJ‘こ成立させているの瓜
セイの法則であるとしている。第二批判のパティンキンの主張は、ケンブ1）。ジ方程式をMニK　Dn（P）と
書けはDnは一次の同次であり、　MとKはゼロ次の同次であるから、矛盾している。即ち、ゼロ次の同次
函数に恒等的に等しいことを表現するM≡KDn（P）はもちえないというのである。ヒ．クマンは、確かに
実物均衡体系から一個脱落する貨幣方程式は一次の同欠で翫る。しかしケンブIJッジ方程貞鰍ち独立した
一個の方程式であり、商品方程式に対する制約条件式である。それは恒等式ではない。だから商品方程式
の解を構成しているn－2個の価格比率に変形できるn－1個の価格のあらゆる組合せのうち、ケンブリ
・）ジva式輝足・せ・ものは湘鮒であり、榔価格水準を決定す・11｝貨綿約式の仮定は同次性
の仮定と矛盾していないというのである。
　だがヒ。クマンはケンブ1㌧ジ方程式が単に制約式であるとし些だけで、実物均衝体系から一個脱落す
る貨幣方程式とケンブリ。ジ方程式とがどういう幽係にあるのかは、全然明らかにしていない。だからカ
・“セル体系においてケンブリ。ジ方程式は行動式、即ち貨幣の超過需要式であるとパティンキンに反論さ
　　　（12）
れても、なんらそれに答えられなかったのである。　　　　　　　　　　　　　　　　／
　こうして論争の主題は貨幣方程式かいかなる形熊をとり、いかなる性格を有するものであるのかという
点に移行するのである。
注（1）　〔2〕P，557
　｛2）　〔25〕第四巻P．1501
一i514一
???
〔25〕第四巻P．1501
〔27）下巻P．95
〔9〕P．110
〔21〕脚注㈱PP．148－9なおブルン・ナーの論文〔5〕参照　　　　　　　　　　　　　　　　　’
〔17〕に該当
〔6〕PP．11－5
〔6〕PP．14－5ヒ・）クマンの古典派体系の定式化をアーチバルドと11プシー一．は数字例をもって証
明している。〔1〕参照
〔6〕P．15
〔6〕P．16
〔21〕脚注㈱P．142なお栗村雄吉教授もヒ。クマンの主張を批判しておられる。ヒ。クマン
は貨幣方程式を制約条件としているが、それは貨幣が独立に積極的に行勤するものと考える貨幣観
から生じている。だが貨幣は独立なものではけっしてない。厳密な意味での貨幣ヴェール説が受け
入れられる阪り、貨幣はそれ自身の価値をもたず、E・る経済期閻中‘こ受領され、実物商品を獲得す
るために提供される交換手段にすぎない。だから期首と期末の現金残高保有はゼロになる。そのた
め貨幣方程式は単なるリアル・セクターの派生物となり、制約式ではなく、恒等式である。ケンブ
リ，ジ方程式はリアル・セクターと矛盾するから、役立ちはしないというのである。〔14〕参照
栗村教授の批判に対しては、本章で最初にとりあげたセイの恒等式に対する批判がそOPままあては
まる。貨幣が直接効用をもたぬことか、それをなんら保有しないということ‘こはならない。留態経
済‘こおいても、少なくとも取引動機によ筍貨幣保有は認められている。また貨幣ヴェール説から古
典派貨幣観が生ずるのではなく、古典派貨幣tWleよって貨幣ヴェール説が導き出されるとするほう
が論理的な推論であるといえよう。
4、貨幣方程式と形態と性格
　　以上の論争の過程で明らか‘こなった点は、貨幣方程式に二つの表現形態が存在していることであり、
且6またそれらが混同されていることである。パティンキン流に貨幣の超過需要函数を表現すれは、次の
二形態‘こなる。一つはケンブリ，ジ形態が明示的に仮定されている。
・・（・ts…・・n）訳P≧1・1・ノ（ゐ1・・…　一；－i．i…1）－M（4・・1）
MとKとが定数だから、この函数は価格lc・一次の同次函数ではありえない。他の一つは商品の超過需要函
数が価格‘こゼロ次の同次であると暗黙のうちに仮定して、導き出されている。ワ！レラスの法則‘こよって、
次式をえる。
F・　（・・，・・－t・n－・）一一P亙；・ノ・ノ（品1・…；諸）　（4・・）
この式はPItC一次の同珠函数である。（4，1）式は非同次であり、（4．2）式は同次であるから、両式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一315」
は等値ではない。パティンキンは、それ故貨幣の超過需要函数の形態‘こついての古典派の仮定は商品の超
過需要函数についての仮定とは相いれないものであるとして、このような仮定の不一致を非妥当性1（1－
　　　　　　　　　　　　　　（1）nvalidity　l）と呼んでいる。それはセイの法則の下でさえ古典派体系‘こ適用される。
　さて、貨幣の超過需嶺函数が（4．1）式ではなく（4．2）式をと泊ば、非妥当性1は除かれる。けれど
も古典派理論はこれを受け入れない。というのは、この場合貨幣方程式が商品方程式に従属てるため、実
物均衝体系において相対価格が決定されても絶対価格は不確定となってしまうし、商品方程式か矛盾を含
む場合‘こは相対価格も決定されないからである。こうしてたとえ古典派体系の函数が非妥当性1からのが
れるために修正されても、古典派体系は矛盾するか、変数を不定にするかのいずれかである。このことを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）パティンキンは非妥当性皿（Invalidity　il）としている。
　ブルンナーはこの問題を一層精密に検討している。彼は貨幣方程式が貨幣価格を独立に決定するような
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31古典派理論を、マ5タIJ・一・セクターの「補完的性質（complerr！entary　property）と呼ぶ。こ
れが域立するためには二つの公玖即ち、実物体系の市場函数かゼロ次の同次であることと、意味ある貨
幣方程式が存在てることに依存する。意味ある貨幣方程式はその最小限度の理論的要請として、ゼロでな
い貨幣ヌト’一クを含み、そして商品方程式と矛盾することなく一義的な貨幣価格を決定するものでなけれ
ばならない。
　ところで貨幣方程式は貨幣価格と貨幣の需給量との関係を定式化するものであり、通常ヌト。クの関係
として示されるが、フローの関係で示されることもある。両者は転換可能であり、それ故等値である94）ヌ
㌧クの貨幣方程式はMxを貨幣．ストンクの超過需要量とすれは、　MD（P1，…　，Pn＿a）－Ms（Pl，
・・ dPn－1）ヨMx（Pt，…　，Pn＿t）と書ける。フローの貨幣方程式は商品の総需要額と総供給額と
によって決まり、Xnをフローでの貨幣の起過需要量とすれは、　Dn－S　niiX　nとなる。両者はワルラxの
法則の枠内において一一St寸る。個人の収支均等式を変形すれば貨幣X卜。クの超過需要量が竣金残高の流
入高と流出高との差に等しくなり、個人全員を集計すればMx≒Xnという関係が同一期間のストック、フ
ローについて成立するからである。貨幣当局CCよる貨幣創造活動に基づく貨幣の需給を加えても同様であ
る。これを貨幣関係（the　monetary　relation）と呼ぶ◎それはまrCワルラヌの法則そのもの
　　　　　　　　　　　　　n－でである。即ち、M　x－X　n≒Mx十．ΣPiXi＝＝o
　　　　　　　　　　　　　　lニニ1さて館体系・…M・体系とXn体系があ・（ま、M。体系ではM。函数は館の供給量を定数として含む
から、商品嚥格・・非同次であり、そa・綱かケ・ブ1、，魎数M。累P＿1写Pi　si（Pt，
…，　1｝1・i≡1）－Mであ・・X・鰍・X・醐勲価格te－一次の同次編8靴ま糠
であるδ最初にMx体系を実物体系の補完式として考える。ワルラヌの法則により商品方程式を一個脱落
させて相対価格を決め、Mx方程式で貨幣価格を決める第一の方法と、　Mx方程式を脱落させて商品方程
式を残す第二の方法がある。第二の方法では実物体系に矛盾が生じる。両者の差異はMx函数とXn函数
とが等値でないことを示す。しかしそれらは本来等値でなければならない。セイの法則を導入すると実物
体系の矛盾は解消するが、ワルラヌの法則とMx函数が非同次であることは矛盾している。またセイの法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝316・一　　　　　　　　　　　　　　　　　・
則によって貨幣の超過需要はゼロとなるか、それはケンブリ．ジ方程式と矛盾する、即ち、MxとXnと
が矛盾することになる。次にXn体系を補完式として用いると、実物体系と貨幣体系の矛盾は排除できる
が、貨幣ヌト・、クはゼロ‘こなってしまう。
　よって補完的貨幣体系はワルラスの法則と矛盾してしまうか、貨幣方程式の理論的要請を満たさないか
のいずれかであるとブルンナーは結論づけている7L　　　　　　　　　，
　では一体全体パティンキンのいう貨幣の超過需要函数の二形態、ブルンナーの表現を借りるならばMx
函数とXπ函数とは、相互にいかなる対応をしあうのであろうか。パティンキンやプルンナーにとっては
それらは同一現象であり、それ故最終的‘こは貨幣価格が不確定となってしまう。というのは、Mx函数と
・Xn函数とを同一視すれは貨幣の供給量はMV＝Sπとなり、ワルラスa）法則の下でセイの法則が成立す
　　　　　　　　　　　　n－1ればXπ≡Dn－Sn11i．、ΣPiSi－MV≡0となるから、貨幣価格は不確定となるのである。こうし
　　　　　　　　　　　　eニニ1ゼ古典派理論では貨幣価格が決定できなくなる働
　しかし両函数は等値であり、貨幣の供給量は恒等的にゼロであろうか？答は”否〃である。両函数には
彼らが考えているような関係はなく、等値でもない。Xπ函数は商品相互の交換が貨幣を媒介にしてなさ
れる場合tc、そのreめに必要な貨幣の需給量を反映しているtcすぎない。だからn番目の商品はかならず
し本貨幣である必要はなく、単なるニュメレールとして機能してもなんら不都合は生じないものである。
ただ理論を一層現実化させるため‘こ、貨幣としているのである。Xn函twは実物体系における商品交換を
反駅しているにすぎないのであるから、それは商品方程式1導同次となって一個脱落してしまう、いやむし
ろ実物均衡体系が成立するためには本来脱落しなけれはならない性格をもっているものである。
　それにひきかえMx函数を内包しているケ　ブリ。ジ方程式は、外生的に与えられた貨幣量が独立‘こ貨
幣価格を決定することがその本来の目的であり、一般均衡体系が成立するための必要不可欠な方程式とい
う性格はもっていない。それは実物体系で決定された相対価格を絶対価格‘こ転化するだけの役割しかない
のであり、絶対価格水準が貨幣量の一次の同次函数であることを示しているのである。いいかえれば、ケ
ンブリ’一ジ方程式は実物均衡体系を便宜上貨幣的に表現したものであり、実物均衡体系そh自体か自己完
結性を有しているのだから、体系の表面に実物均衡体系の成立のために一個の方程式並びに未知数として
表われないもの、むしろ表われなくともよいようなものである。
注（1）
　〔2）
　（31
　（4）
　（5）
　⑥
　（・7）
〔21〕P．158
〔21〕P．141　　　　　：
〔5〕　P．155
〔3〕　P．154
〔5〕　P．157
〔5〕　P．157
〔3〕　P．172なおブルンナーは無矛盾的な貨幣理論が貨幣に効用を与えることなく構成するこ
とのできるような体系を考えている。〔5〕P．171参照
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一51Zr
　　　　　　　　　　　　　　　ZnPl Pn－2　　　　　　　　　　　　　　．一）Di・＝Di（漏1・”・P。－1　　　　　　　　　　　　　　P2－4
・i－si（Pt　　　　　Pπ一2　　Znon＿li　　　，　Pn＿1，　Pn＿1）
Di＝Si
　　　　　　n－1　Pi　　　　　　．£　＿＿siZn：”KPn＿1　　　　　　己＝1　Pn－1
Zn＝Zn
　　この体系は価格に関する同次性も、価格決定機構の二分法も含んでいない体系である。
（8）　〔26〕参照
　5、お　わ　り　に
　以上の論争点をふまえて古典派体系における価格決定機構を明らかにしてみよう。劃針体系を考え、n
個の商品が存在し、n番目の商品が貨幣でもあることは以前の推論と同様である。需要函数式と供給函数
式とがn個ずつあり、需給均衡式はワルラスの法則によってn－1個である。
　Dご＝f‘（Pl，　Pg…・Pn－1）　（』～9…，n）　（5．・1）
　Si＝9i（P　1・Pい・・，　P・一）　（i＝t，2，…，　n）　（5．・2）
　Di・＝Si　（』1，2，・・“tn－1）　　　　　　　（5．5）
同次性の公準が仮定されているから、体系は次のように変形される。
　　　　　　Pl　　　　P2　　　　　　Pn－2D戸1（Pn＿1，　Pn＿t，　　　，　Pπ＿1）（i＝1・9…・・－t）（・・）
…一・£（PI　　P2　　　　　Pn－2on＿1，　P几一1，　　　，　Pn－1）（i－i，　g…t　・一・　）（5．・）
　D　i，　＝＝Si　　　（i二ls　2」　・・。，　n－2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5．6）
方程式が一個過多であり、このままでは体系は過剰決定となってしまう。ここにセイの法則を仮定すれば、
　　　　　　　　　　　　　　n－2　　　　　　　　　　　　　　　　n－2方程式は更に一個減る。即ち、　　　　　　　　　　　　　　i1ll，PiDi＋P・－1D・一’＝　i三sPiS£＋Pn－1S・－aとなる・それ故実
物均衡体系が成立し、相対価格が決定される。
　このようにして決定された相対価格を絶対価格に転化するためケンブリ。ジ方程式が導入さlh．るが、そ
れは制約条件式という性格をもっている。
M－・－1互1，呈｝tlT，　gi（　PI　　P2　　　　Pn＿2　　　　　　　　　の　　ロ　　蔦：：t，Pn＿1，　　　，　Pn＿1）（i＝＝a，　g…一・）（5・・）
相対価格はすでに決定されているから、それをgiに代入して商品の供綿量、したがって実質所得が決定
され…たM・K・は定数だから・結局・n－tが齪・れ・・…P・一を才1対価格諜1（i－・，　9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－518一
…　，n－2）に乗ずることによって、相対価格は絶鵬輯ヒする。このよう‘こしてリアル・セクター‘こお
いて相対価格が、マネタリー・セクターにおいて絶対価格がそれぞれ決定され、価格決定機構の古典派二
分法は完成する。
　上記のように古典派二分法体系はそれ自身無矛盾な体系であるが、だからといv．てそれが現実の経済状
態を説明しうるにたるものであるというわけではない。ケインズ『一般理論』がその地位にあることは、
改めて指摘’するまでもないであろう。
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